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研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to propose “color universal design that 
supports living actions,” using color symbolism. The specific action utilized in this study was “
opening,” for which experimental results are thought to have a wide range of applications. The 
relationship with color was investigated, centered on items such as opening and closing signs for 
various types of containers and doors that are encountered in daily life.
The results showed that red in particular was associated with the action of “opening,” and is 
highly effective in supporting movements and actions. This color effect was found to be more deeply 






















































ドクリームのふた」，③は「ペットボトルのふた」の 3 アイテムを取り上げることにした． 
予備調査の結果を元に，「開ける」行動の「わかりやすさ」の評価を行った．被験者として女子
大学生 252名を用いて，アイテムはペットボトル，ハンドクリーム，エレベーターの 3種，「開
ける」行動を促すための表示方法は，「文字のみ」，「記号のみ」，「文字＋記号」の 3 種，色彩は 
v2（鮮やかな赤），v8（鮮やかな黄），v12（鮮やかな緑），v18（鮮やかな青），lt2（明るい赤），
























 （1）（2）の実験結果を元に「ペットボトル」と「エレベーター」 の 2アイテムの写真試料を
作成した．「開ける」行動を促す表示は「記号（矢印）のみ」，「文字（あける）のみ」，「記号＋
文字」の 3 種とし，色は背景色 Wに 4色（v2，v12，v18，Bk）を用いた．「開ける」行動を促す
「表示」と「色」を組み合わせ，各アイテム 15試料を作成した．実験は 2018年 7月から 10月
に実施した．被験者は中学 1 年生 263 名（男性 132 名，女性 131 名），高齢者 136 名（男性 44
名，女性 92 名），中学生，高齢者ともに同じ質問用紙を使用して，「開ける」表示のわかりやす
さを 10段階で評価させた．高齢者の平均年齢は 70.66歳（SD:6.54歳），内訳は 60歳代が 65名，






色は 7色（v2，v12，v18，lt2，lt12，lt18，Bk）を用いた．実験は 2019 年 11月に実施し，被















































































ように v2 と v18 が 20 名中 15 名と多く，次いで Bk が 14 名と多かった．また v2 は「記号と文
字が同色」の表示，v18 は「文字のみ」の表示，Bk は「記号のみ」の表示で多数選ばれた．「あ















































図 4 未就学児における「あけたい」色彩 
図 5 色彩と表示方法との関係 


































 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし
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